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令和６年度 ごみ処理実施計画 

 

１ ごみの排出量〔＝処理量〕及び資源化量の見込み 

※（ ）内は令和 5年度実績見込み値  

ごみの種類 
排出量 

〔処理量〕 
資源化量 

搬出先 
〔処理･再資源化事業者等〕 

可燃ごみ 
16,624 t 

（16,633） 
古紙 

80 t 
（85） 

資源回収業者 

不燃ごみ 
598 t 

（620） 

破砕鉄 
 
破砕アルミ 
 
粗大鉄 
 
被覆線 
 
銅付アルミ 
 
小型家電 
 

139 t 
（146） 

15 t 
（15） 
157 t 

（149） 
6 t 

（7） 
3 t 

（3） 
104 t 
（87） 

資源回収業者 
 
  〃 
 
  〃 
 
  〃 
 
  〃 
 
  〃 

粗大ごみ 
1,471 t 

（1,444） 

資源ごみ 
1,750 t 

（1,807） 

スチール缶 
 
アルミ缶 
 
カレット 
 
 
生きビン 
 
紙パック 
 
ペットボトル 
 
プラ容器包装 
 
紙製容器包装 
 
古紙 
 
廃食用油 

27 t 
（29） 

57 t 
（59） 
351 t 

（354） 
 

7 t 
（6） 
12 t 

（12） 
110 t 

（113） 
288 t 

（292） 
139 t 

（146） 
588 t 

（622） 
12 t 

（12） 

資源回収業者 
 
  〃 
 
  〃 
容器包装リサイクル協会 
 
生きビン取扱店 
 
資源回収業者 
 
容器包装リサイクル協会 
 
  〃 
 
山下商店 
 
再生資源事業協同組合 
 
資源エコロジー組合 

  
生ごみ 
（堆肥化） 

166 t 
（168） 

資源エコロジー組合 

有害ごみ 
32 t 

（30） 
乾電池・蛍光灯 

32 t 
（30） 

民間処理業者 

埋立ごみ 
634 t 

（565） 

  
 

剪定枝 
786 t 

（813） 

  
 

合 計 
21,895t 

（21,912) 
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２ ごみの減量化・資源化の方策    

 

(1)分別処理の実施 

廃棄物の分別処理により可燃ごみや埋立てごみの減量化に努める。 

施策 

○ 資源ごみの分別収集の徹底（１３種類） 

分別区分 カン・びん（3 色）・PET・紙製容器・プラ容器・古紙（新聞・雑誌・ダンボール） 

     ・紙パック・廃食用油・生ごみ 

 

 

(2)生活系可燃ごみ処理の有料化 

排出量に応じた経済的負担を求めることにより、ごみの減量化に対する

意識を高める。 

施策 

○ 加賀市指定ごみ袋の運用 

 45 リットル 20 リットル 10 リットル 

R４販売実績 1,312,000 枚 932,000 枚 310,000 枚 

R5 販売見込 1,300,000 枚 900,000 枚 300,000 枚 

 

 

(3)啓発事業   

ごみ減量やリサイクルを身近に感じることができるように、減量化目標

を周知する。また、ごみの分別方法がわかりにくいと感じている住民を対

象に説明会を開催し、市民１人 1 人のごみの減量化・資源化に対する取り

組みを促進する。 

施策 

○ 毎月「広報かが」に記事を連載（令和６年度掲載計画）重点 

○ 加賀ケーブルテレビ行政情報の放映 

R5.4 月放送 ・テーマ「ごみの分別徹底～火災事故を発生させないために～」 

水曜）１９、２１、２２時  木曜） ６、７、８、９、１１、１２、１３、１５、１６時 

○ 加賀市環境美化センター施設見学 
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(4)イベントの開催・参加 

住民の学習会やイベント等の活動機会をとらえ、職員を積極的に派遣す

ることにより、協働で取り組み体制を整え、活性化を促進する。 

 不用品や再生品の販売を開催し、住民に広く利用してもらえる機会を提

供するとともに、再使用、再生利用の普及啓発の場とする。 

施策 

○ 学校授業への講師派遣 重点            (＊連携 学校指導課) 

・テーマ「学校給食におけるごみの減量と食品リサイクル」 

○「かもまる講座」の実施              （＊連携 生涯学習課） 

・テーマ「ごみの減量化・資源化」 

○ 加賀市環境美化センターによる再生品販売 

○「エコフェスタ」・「クリーンビーチ・インかが」の開催 

 

 

(5)組織的な取り組み 

町内会及び地区単位の自主的な取り組みを推進する。 

施策 

○ 廃棄物集積所整備事業補助金（市内町内会を対象とする） 

 申請数 ステーション 

・ネット数 

補助金額 

R4 実績 延べ 27 町 36 基 1,029 千円 

R5 見込み 延べ 36 町 58 基 2,145 千円 

 

○ 地域清掃事業補助金 

 申請数 対象搬入回数 補助金額 

R4 実績 延べ 196 町･地区 510 回 1,586 千円 

R5 見込み 延べ 211 町･地区 497 回 1,977 千円 
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(6)容器包装廃棄物の排出抑制 

過剰包装の抑制やリユースびんの利用促進に向けた方策について検討

し、住民や事業者への普及啓発活動の促進により、容器包装廃棄物の排出

抑制に努める。 

施策 

○ 商工会議所・商工会広報への記事掲載依頼      （＊連携 商工振興課） 

 

(7)地域活動の支援 

小中学校や育友会・子供会等による古紙集団回収を奨励し、環境教育とリ

サイクルに取り組めるように支援するなど、住民や事業者で組織する団体

が行うごみの減量化のための活動を支援する。 

施策 

○ 資源集団回収推進事業奨励金 

○ ボランティア袋の配付 

 

(8)情報の提供 

住民や事業者の理解を得るために、廃棄物処理法や各種リサイクル法、循

環型社会形成推進基本法の趣旨等を積極的に広報する。 

 資源ごみがどのように再生されているか等、リサイクルの方法について、

わかりやすく紹介する。 

施策 

○ 外国人研修生社員寮賃貸業者や企業と連携した説明員派遣等 重点  

 『ごみの出し方・分け方』 外国語版対応  

英語版・中国語版・韓国語版・ポルトガル語版・インドネシア語版・ベトナム語版 

○ 市ホームページの定期更新  

・広報かがの連載記事と連動したページを設け、３Ｒ＋１運動の普及啓発や、「1人

1日あたり●●g削減」のような数値を例示し、ごみ処理量をわかりやすく発信 

○ 転入者向け「ごみの分け方・出し方」周知    （＊連携 窓口課） 

・アパート等住民用・外国語版案内リーフレットの配布 

〇 小型家電リサイクル法認定事業者との連携     

・リネットジャパンリサイクル株式会社 「宅配便によるパソコン回収事業」 
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(9)生ごみリサイクル事業 

水分を多く含む生ごみの分別は、可燃ごみの減量化に大きな効果が期待

できることから、市内の小中学校、公立保育園及び家庭から排出される生

ごみを分別収集しリサイクル（堆肥化）する。 

施策 

○ 区長宛文書による生ごみ分別の周知(不適正排出指導含む) 重点 

○ 学校・保育園給食残渣リサイクル事業 

（＊連携 学校指導課、子育て支援課） 

○ 循環型社会モデル地区を広報等で紹介し、他地区への取組み推進  

    参考例 ・山代まちづくり推進協議会の活動  （＊連携 行政まちづくり課） 

○ 生ごみ処理設備設置事業補助金 

 R4 実績 R5 見込み 

件数 金額 件数 金額 

コンポスト 9 件 22,220 円 10 件 30,000 円 

生ごみ処理機 13 件 127,000 円 18 件 180,000 円 

密閉容器 7 件 6,460 円 5 件 10,000 円 

計 29 件 155,660 円 33 件 220,000 円 
 

 

 

(10)廃食用油のリサイクル 

家庭から排出される廃食用油を市内全域で回収し、燃料及び工業用油脂

としてリサイクルする。さらに今後、地域内循環を目指す。 

施策 

○ 資源ごみステーションでの定期収集、市内商業施設・企業等との連携推

進 

参考例 ・ソディック加賀事業所の取組み 

○ 区長宛文書による廃食用油の出し方の周知（不適正排出指導を含む） 
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(11)食品ロスの削減 

食品ロスの削減に向けて、家庭から排出される廃棄物に占める食品ロス

の割合の調査に努め、住民や事業者への啓発を図る。 

施策 

○「３きり運動」の推進 重点 

・食品の「使い切り」、料理の「食べきり」、生ごみの「水切り」を周知 

○ 年末年始における「３０・１０運動」の推進 

○「美味しいいしかわ食べきり協力店」の登録依頼   （＊連携 石川県） 
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３ 分別収集するごみの種類及び排出方法 

ごみの種類 排出方法 

可燃ごみ 

生ごみ（堆肥化するものを除く。）、紙

くず、プラスチック製品、革製品、ゴム

製品、衣類、発泡スチロール 等 

加賀市指定ごみ袋に入れて出

す。 

不燃ごみ 
陶器類、ガラス類、金属類、油・化粧・

薬品ビン、小型家電製品 等 

透明又は半透明のごみ袋に入れ

て出す。 

粗大ごみ 
家具、自転車、ストーブ、じゅうたん、

布団 等 

加賀市環境美化センターに直接

搬入するか、又は許可業者に収集

を依頼する。 

資源ごみ 

プラスチック製容器包装（レジ袋、ポ

リ袋、外包装フィルム類、ネット類、ボ

トル類、カップ類、色付トレイ、ペット

ボトルのキャップ・ラベル 等） 

汚れているものは、軽く水洗い

する。 

透明又は半透明のごみ袋に入れ

て出す。 

紙製容器包装（紙箱類、包装紙類、紙袋

類） 

透明又は半透明のごみ袋に入れ

て出す。 

缶類（アルミ、スチール） 

（食料品や飲料水の容器に限る。） 
中を軽く水洗いする。 

ビン類（無色、茶色、その他の色） 

（食料品や飲料水の容器に限る。） 

中を軽く水洗いする。 

キャップを外す。 

ペットボトル 
中を軽く水洗いする。 

キャップ・ラベルを外す。 

古紙類（新聞、雑誌・チラシ、ダンボー

ル） 

それぞれに分けて紙ひもで束ね

る。 

紙パック 紙ひもで束ねる。 

廃食用油 飲料用ペットボトルに入れる。 

 生ごみ（堆肥化するものに限る。） 水切りをする。 

有害ごみ 

乾電池(電池が取り外せない小型家電

を含む)、蛍光灯、体温計・鏡、ライタ

ー、スプレー缶 

蛍光灯・体温計・鏡は、割れない

ように新聞紙等で包む。 

スプレー缶は、中身を使い切り、

穴を開ける。 
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４ ごみの処理及びこれを実施するものに関する事項 

(1) 収集・運搬計画 

※（ ）内は令和 5年度実績見込み値  

① 生活系ごみ 

ごみの種類 収集形態 収集回数 収集体制 収集・運搬量 

可燃ごみ ステーション 週 2回 委託業者 
9,328 t 

（9,333） 

不燃ごみ ステーション 隔週（※） 委託業者 
 445 t 

（461） 

粗大ごみ － 随時 
排出者（直接搬入） 

又は許可業者 

1,471 t 

（1,444） 

資源ごみ ステーション 隔週（※） 委託業者 
1,619 t 

（1,678） 

有害ごみ ステーション 隔週（※） 委託業者 
32 t 

（30） 

（※）山中地区は月 1回 

 

② 事業系ごみ 

ごみの種類 収集形態 収集回数 収集体制 収集・運搬量 

可燃ごみ － 随時 
排出者（直接搬入） 

又は許可業者 

7,296 t 

（7,300） 

不燃ごみ － 随時 
排出者（直接搬入） 

又は許可業者 

 154 t 

（159） 

資源ごみ － 随時 
排出者（直接搬入） 

又は許可業者 

138 t 

（135） 
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(2) 中間処理計画 

ごみの種類 処理方法 処理施設 残渣処理 

可燃ごみ 焼却 加賀ごみ処理施設 埋立（焼却灰） 

不燃ごみ 破砕 

リサイクルプラザ 

埋立 

粗大ごみ 破砕・裁断 
焼却（破砕可燃） 

埋立（破砕不燃） 

缶類 選別（資源化） 破砕 

ビン類 選別（資源化） 破砕 

ペットボトル 選別（資源化） 焼却 

プラ製容器包装 選別（資源化） 

民間中間処理業者 

焼却 

紙製容器包装 選別（資源化） 焼却 

古紙 選別（資源化） 焼却 

紙パック 選別（資源化） 焼却 

廃食用油 精製（資源化） 焼却 

生ごみ 発酵（資源化） 焼却 

 

(3) 最終処分計画 

残渣の種類 処分方法 最終処分場 

焼却残渣 

（加賀ごみ処理施設） 
埋立 

グリーン・シティ山中 

廃棄物処分場 

破砕残渣 

（リサイクルプラザ） 
埋立 

グリーン・シティ山中 

廃棄物処分場 
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(4) 在宅医療廃棄物の処理 

在宅医療廃棄物の種類 処理の方法 

注射針 病院・診療所・薬局が指定する方法により

保管し、それぞれの病院・診療所・薬局に引

取りを依頼する。 

プラスチック類（針の付いていな

い注射器、チューブ、点滴バッグ 

等） 

汚れているものは軽く水洗いし、汚物は取

り除き、透明又は半透明のごみ袋に入れたう

え、もえるごみとして加賀市指定ごみ袋で出

す。 

紙・布類（ガーゼ、脱脂綿、紙お

むつ 等） 

汚物は取り除き、透明又は半透明のごみ袋

に入れたうえ、もえるごみとして加賀市指定

ごみ袋で出す。 

ビン類（注射液のビン、点滴のボ

トル 等） 
残った液は捨て、軽く水洗いした上で、不

燃ごみとして出す。 
缶類（栄養剤の容器 等） 

 

(5) 市が指定する適正処理困難物の処理 

適正処理困難物 処理の方法 

タイヤ 販売店に引取りを依頼する。 

家庭用パーソナルコンピュータ

（デスクトップパソコン本体、ノ

ートブックパソコン、ＣＲＴディ

スプレイ、液晶ディスプレイ） 

パソコンメーカー又は家電量販店に引取

りを依頼する。 

引き取るメーカー及び家電量販店がない

場合は、一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会

に引取りを相談する。 

リネットジャパンリサイクル株式会社の

宅配便による回収を依頼する。 

薬品類（塗料、農薬、劇薬 等） 販売店に引取りを依頼する。 

自動二輪車（原動機付き自転車を

含む。） 

廃棄二輪車取扱店に引取りを依頼するか、

又は排出者が自ら指定引取窓口に持ち込む。 

車両用バッテリー 販売店に引取りを依頼する。 

ガソリン、灯油、プロパンガス 販売店に引取りを依頼する。 

消火器 
一般社団法人日本消火器工業会の特定窓

口に引取りを依頼する。 

ピアノ 販売店に引取りを依頼する。 
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 (6) 特定家庭用機器廃棄物の処理 

加賀市環境美化センターに搬入することができないこととしている特定

家庭用機器廃棄物（テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機、エアコ

ン）は、小売業者に引取りを依頼するか、又は排出者が自ら若しくは加賀市

長が許可した一般廃棄物収集運搬業者に依頼して指定引取場所に搬入する。 

 



- 12 - 

 

５ ごみ処理施設に関する事項 

(1) 焼却施設 

施設名 所在地 
処理能力 

（トン／日） 

炉型式 

焼却方式 

稼動開始 

年月 

加賀ごみ処理施設 
熊坂町乙 7 番
地 1 

160 

(80t/24h×2 炉) 

全連続燃焼式 

流動床方式 

平成 8 年 

4 月 

※山中美化センター 
山中温泉菅谷
町ロ甲 4 番地

6 の 2 

25 

(12.5t/8h×2炉) 

機械化バッチ式 

ストーカ方式 

平成 8 年 

4 月 

（※）平成 21 年 4 月から休炉 

(2) 中間処理施設 

施設名称 所在地 
処理能力 

（トン／日） 

破砕機型式 

処理方式 

稼動開始 

年月 

リサイクルプラザ 
熊坂町乙 7 番地
1 

2（切断式） 

25（回転式） 

6（貯留再生） 

15（二軸式） 

切断式・回転式・ 

直接投入方式・ 

・二軸式 

平成 8 年 

4 月 

 

（令和５年度民間委託分） 

委託内容 委託先 所在地 

プラスチック製容器包装減容業務 

（廃プラ） 
株式会社きだち 中代町 

紙製容器包装減容業務 

（廃紙） 
株式会社山下商店 大聖寺上福田町 

家庭用廃食用油再生化処理業務 

（廃食用油） 

資源エコロジーリサイクル
事業協同組合 

塩浜町 

食品残渣リサイクル業務 

（生ごみ） 

資源エコロジーリサイクル
事業協同組合 

尾中町 

 

(3) 最終処分場          ※（ ）内は令和 5年度実績見込み値  

施設名称 所在地 埋立容積 残余容量 
埋立開始 

年月 

廃棄物処分場 
熊坂町戌 18 番
地 

745,000 ㎥ 
42,922 ㎥ 

（44,705） 

昭和 47 年 

11 月 

※グリーン・シティ
山中 

山中温泉長谷田
町ロ 94 番地 2 

13,500 ㎥ 
0 ㎥ 

（19） 

平成 13 年 

4 月 

（※）平成 30 年 6 月から焼却残渣と破砕残渣はグリーン・シティ山中に搬入し、埋立て
が完了次第、廃棄物処分場へ埋立てる。 
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令和６年度 生活排水処理実施計画 

 

１ 生活排水処理計画 

※（ ）内は令和 5年度加賀市一般廃棄物処理実施計画値 

    項  目 区  域 人 口 

計画処理人口 

 
 

62,527 人  

（63,461）  

 
水洗化・生活雑排水処理人口 

 
  

38,231 人  

（38,877） 

  
公共下水道（加入済） 

 

大聖寺川流域、片山津処理

区 
  

26,902 人 

（25,994） 

  
合併処理浄化槽（補助） 合併処理浄化槽整備区域 

  
1,580 人 

（1,555） 

  
合併処理浄化槽（補助外） 若葉台（地域下水道） 

  
6,625 人 

（6,501） 

 
 

農業集落排水（加入済） 

 

分校地区ほか 9地区 

 
  

3,124 人 

（4,289）  

 
水洗化・生活雑排水未処理人口 

（単独処理浄化槽） 
  

22,540 人 

（22,752）    

 
非水洗化人口 

 
  

1,756 人 

（1,822）  

              地域下水道は令和５年度以降合併浄化槽（補助外）に合算 

 

２ し尿・汚泥処理計画 

 (1) 排出量（処理量）の見込み  ※（ ）内は令和 5年度実績（見込み） 

し尿 浄化槽汚泥 合併浄化槽汚泥 計 

407 KL 

（413） 

6,512 KL 

（6,642） 

7,992 KL 

（7,683） 

14,911 KL 

（14,738） 

 

(2) 収集・運搬 

収集体制 許可業者（3社） 

収集区域 加賀市の全域（2社）、山中温泉地区に限る（1社） 

収集回数 随時 

収集形態 各戸 

中間処理 南加賀広域圏事務組合 
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３ 処理施設に関する事項 

施設名 
南加賀広域圏事務組合  

小松加賀衛生センター 

所在地 小松市浜佐美町ヲ 15 番地 

処理方法 標準脱窒素処理方式＋高度処理方式 

公称能力 95kL／日（加賀市分 45.54kL／日） 

    

 

４ その他処理に関し必要な事項 

浄化槽の保守点検、清掃及び法定検査について、広報等により周知を図る。 

 


